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自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

「
山さ

ん

紫し

水す
い

明め
い

」の
ま
ち

〜
北
杜
〜

む
３
６
０
度
の
山
岳
景
観
（
山
）
に
あ
り
ま
す
。

八
ヶ
岳
高
原
大
橋
な
ど
、
富
士
山
の
眺
望
ス

ポ
ッ
ト
も
数
多
く
あ
り
、
こ
の
地
で
は
『
富
士
山

と
八
ヶ
岳
の
背
く
ら
べ
』
の
話
も
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
蝶
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ（
紫
）

の
生
息
数
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
水
）の
生

産
量
、
年
間
２
５
０
０
時
間
以
上
の
日
照
時
間

（
明
）
が
い
ず
れ
も
日
本
一
を
誇
っ
て
お
り
、
ま

さ
に
『
山
紫
水
明
』の
地
で
す
」。

※
北
杜
市
の
美
し
い
景
観
は
、
21
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

他
に
も
風
土
を
生
か
し
て
生
産
さ
れ
る
浅
尾

ダ
イ
コ
ン
、
明
野
金
時
な
ど
の
地
場
野
菜
や
お

米
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、ト
マ

ト
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
農
作

物
、
清
ら
か
な
水
を
生
か

し
た
、
日
本
酒
、
ウ
イ
ス

キ
ー
、
ワ
イ
ン
な
ど
が
特

魅
力
あ
る
３
６
０
度
の
山
岳
景
観

山
梨
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
八
ヶ
岳
、
南

ア
ル
プ
ス
な
ど
の
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、
県
で

最
も
大
き
な
面
積
の
北
杜
市
。
古
く
は
旧
甲
州

街
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た「
台だ

い
ヶが

原は
ら
宿じ
ゅ
く」や
樹

齢
約
２
千
年
と
い
わ
れ
る「
山や

ま
高た
か

神じ
ん

代だ
い

ザ
ク
ラ
」

な
ど
歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
見
ど
こ
ろ
が
あ
ま
た

あ
る
。北

杜
市
の
魅
力
に
つ
い
て
、
市
役
所
産
業
観

光
部
観
光
課
の
仲
山
直
樹
さ
ん
に
伺
っ
た
。「
北

杜
市
の
魅
力
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
北
に
八
ヶ
岳
、
西
に
甲か

斐い

駒こ
ま

ヶが

岳だ
け

か
ら
連
な
る
南

ア
ル
プ
ス
、
東

に
瑞み

ず
が
き牆

山や
ま

・

茅か
が

ヶや

岳た
け

、
南
に

富
士
山
を
望

山
梨
は
古
名
を「
月や

ま

見な

里し

」と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
月
見
里

の
中
で
も
美
し
い
星
空
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
地
と
し
て
、北
杜
市
は

い
つ
か
ら
か「
星ほ

見く

里と

」と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。雄
大
な
山
々

や
清せ

い

冽れ
つ

な
水
、
動
植
物
な
ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
先
人
よ
り
受

け
継
い
だ
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

北杜市役所　観光課  
仲山 直樹さん

国蝶「オオムラサキ」
北杜市から望む山々

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第46回

山梨県北
杜市

ほ く と
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産
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
は
市
内
３
カ
所
に
あ

る
道
の
駅
や
観
光
施
設
な
ど
で
購
入
で
き
る
。

広
域
で
連
携
し
た
観
光

首
都
圏
か
ら
の
国
内
旅
行
者
を
中
心
に
年

間
約
４
０
０
万
人
が
訪
れ
る
北
杜
市
だ
が
、
さ

ら
な
る
観
光
客
誘
致
の
取
り
組
み
と
し
て
特
に

力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
長
野
県
の
富
士
見

町
、原
村
と
連
携
し
た「
八
ヶ
岳
観
光
圏
」の
形

成
で
あ
る
。

「
観
光
圏
」と
は
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど

に
お
い
て
密
接
な
関
係
の
あ
る
観
光
地
を
一
体

と
し
た
区
域
で
あ
り
、
区
域
内
の
関
係
者
が
連

携
し
、
地
域
の
幅
広
い
観
光
資
源
を
活
用
し
て
、

観
光
客
が
滞
在
・
周
遊
で
き
る
魅
力
あ
る
観
光

地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

全
国
で
13
の
地
域
が
観
光
庁
か
ら
認
定
さ
れ
て

い
る
。八

ヶ
岳
観
光
圏

の
事
業
推
進
母
体

と
な
っ
て
い
る
一
般

社
団
法
人
八
ヶ
岳

ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
小
林
昭
治
代
表
理

事
に
伺
っ
た
。「
八
ヶ
岳
観
光
圏
の
特
徴
は
、
上

層
部
に
は
主
峰
で
あ
る
赤あ

か
岳だ
け
や
権ご
ん
現げ
ん
岳だ
け
な
ど
鋭

く
切
り
立
つ
峰
々
、
下
層
部
に
は
東
西
約
31
㎞
、

南
北
約
41
㎞
と
広
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
裾
野
が
広

が
り
、『
山
岳
』『
高
原
』『
里
山
』『
田
園
』
と

そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
が
特
徴
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
圏
域
内
の
約
１
０
０
０
ｍ
の

標
高
差
を
車
で
30
分
ほ
ど
で
移
動
で
き
る
『
標

高
１
０
０
０
ｍ
の
立
体
空
間
』の
た
め
、花
や
新

緑
・
紅
葉
な
ど
が
織
り
な
す
日
本
の
四
季
を
同

時
に
２
シ
ー
ズ
ン
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
過
ご
し
や
す
く
優
れ
た
自
然
環
境
や
景
観

の
中
で
、
青
空
や
星
空
の
魅
力
を
提
供
で
き
る

エ
リ
ア
で
も
あ
り
ま
す
。首
都
圏
か
ら
約
２
時
間

と
い
う
距
離
も
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

八
ヶ
岳
観
光
圏
は「
１
０
０
０
ｍ
の
天
空
リ

ゾ
ー
ト
八
ヶ
岳
～
澄
み
き
っ
た
自
分
に
還
る
場

所
～
」を
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に「
標
高
サ
イ
ン
」
の
掲
示
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
観
光
施
設
や
地
元
の
商
店
な
ど

２
０
０
０
カ
所
以
上
の
至
る
所
に
そ
の
場
所
の

標
高
を
掲
示
し
て
、
来
訪
者
や
地
域
住
民
自
ら

が
八
ヶ
岳
観
光
圏
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
標
高

１
０
０
０
ｍ
の
立
体
空
間（
標
高
差
）を
体
感
し

て
も
ら
う
試
み
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
圏
域
は
１
月
中
旬
か
ら
２
月
中

旬
に
か
け
て
特
に
冷
え
込
み
が
厳
し
い
た
め
、来

訪
者
が
少
な
く
な
る
時
期
で
あ
る
。
弱
み
で
あ

る
そ
の
寒
さ
を
強
み
と
捉
え
、
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
の
が
、
そ
の
日
の
気
温
で
割
引
率
が
変

わ
る「
寒
い
ほ
ど
お
得
フ
ェ
ア
」で
あ
る
。
観
測

点
（
北
杜
市
の
清
里
駅
前
観
光
案
内
所
）の
朝

10
時
の
気
温
に
応
じ
て
対
象
商
品
が
、５
～
０・

１
度
の
際
は
10
％
、
０
～
マ
イ
ナ
ス
４・９
度
の

際
は
30
％
、マ
イ
ナ
ス
5
度
以
下
の
際
は
な
ん
と

50
％
も
割
引
に
な
る
。「
圏
域
内
の
飲
食
店
な

ど
75
店
舗
が
参
加
し
て
お
り
、
今
や
風
物
詩
と

も
い
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」（
小
林
代

表
理
事
）。

他
に
も
、
八
ヶ
岳
の
満
天
の
星
が
織
り
成
す

星
空
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
案
内
す
る「
ス
タ
ー

オ
ー
シ
ャ
ン
八
ヶ
岳
」な
ど
、
圏
域
な
ら
で
は
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
造
成
も
行
っ
て
お
り
、「
対
面
で
の
聞

き
取
り
で
実
施
し
た
来
訪
者
満
足
度
調
査
の
結

果
、
満
足
度
は
88
・
１
％
、
再
来
訪
者
の
割

合
（
２
回
以
上
）も
78
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
環
境
や
景
観
の
中
で
、
青
空
や
星

空
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」と
小

林
代
表
理
事
は
語
る
。

世
界
的
な
名
水
の
地
を
目
指
す

平
成
26
年
６
月
に
、
人
と
自
然
の
共
存
活
動

に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
と
し
て
南

ア
ル
プ
ス
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

た
。
こ
の
登
録
を
機
に
、
北
杜
市
と
水
資
源
の

保
全
活
動
を
積
極
的
に
行
う
企
業
が
互
い
に
手

を
結
び
、南
ア
ル
プ
ス
地
域
を
起
点
に「
世
界
に

誇
る
水
の
山
」
と
し
て
そ
の
価
値
を
世
界
に
広

め
、
市
民
と
共
に
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い

く
、
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト“
世
界
に
誇

一般社団法人
八ヶ岳ツーリズムマネジメント
　代表理事 小林 昭治さん

北杜市の特産品

八ヶ岳観光圏の
中でも多くの方
が訪れる山梨県
立「まきば公園」

「寒いほどお得フェア」はテレビで
も紹介された

圏域内の各所に掲示さ
れている「標高サイン」

八ヶ岳観光圏
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る「
水
の
山
」”を
開
始
し
た
。

白
く
美
し
い
山
肌
の
甲
斐
駒
ヶ
岳
は
、
マ

グ
マ
が
地
下
で
固
ま
り
で
き
た
花か

崗こ
う

岩が
ん

が

１
０
０
万
年
以
上
の
時
を
経
て
持
ち
上
げ
ら
れ

る
こ
と
で
誕
生
し
、
そ
の
砕
け
た
花
崗
岩
の
地

層
が
天
然
の
ろ
過
装
置
と
な
り
、ゆ
っ
く
り
と
く

ぐ
り
磨
か
れ
た
水
は
適
度
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん

だ
清
冽
な
天
然
の
地
下
水
と
な
っ
て
い
る
。

市
役
所
観
光
課
の
仲
山
さ
ん
は「
北
杜
市
に

は
70
カ
所
を
超
え
る
湧
水
や
滝
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
湧
水
の
多
く
が
地
域
の
歴
史
と

密
着
し
、
武
田
信
玄
公
に
由
来
の
あ
る
三さ

ん
分ぶ

一い
ち

湧ゆ
う
水す
い
な
ど
今
も
な
お
飲
料
水
や
生
活
用
水
、
田

畑
の
農
業
用
水
の
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
、地
域
の
方
々
の
保
全
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
地
が
な
ぜ
水
に
恵
ま

れ
、
水
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
、
受
け
継
い
で
い

く
の
か
な
ど
の
啓
発
活
動
や
市
民
と
協
働
し
た

清
掃
な
ど
の
保
全
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
世

界
的
な
名
水
の
地
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」と
語
っ
た
。

自
然
と
人
の
共
生
を
考
え
る
活
動

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
水
が
豊

か
で
あ
る
が
故
に
、
ひ
と
た
び
台
風
や
大
雨
に

な
る
と
河
川
に
多
く
の
水
が
流
れ
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
も
あ
る
。

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
と
昭
和
57
年

（
１
９
８
２
年
）に
発
生
し
た
台
風
に
よ
り
、
白

州
・
武む

川か
わ
地
域
は
大
規
模
な
土
砂
災
害
に
襲
わ

れ
た
。
こ
の
災
害
の
伝
承
と
防
災
思
想
の
普
及

や
渓
流
環
境
の
保
全
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

甲か

斐い

駒こ
ま
清せ
い

流り
ゅ
う
懇こ
ん
話わ

会か
い
が
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
会
は
、
地
元
企
業
、
行
政
関
係
者
、
学

識
経
験
者
、
地
元
住
民
が
一
体
と
な
り
組
織
さ

れ
た
約
60
名
か
ら
な
る
団
体
で
、
昭
和
34
年
に

発
生
し
た
土
砂
災
害
の
復
興

工
事
完
成
を
記
念
し
て
大
武

川
の
橋
の
た
も
と
に
建
立
さ

れ
た
公
園「
ゆ
ら
み
ず
」を
拠

点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

遠
山
若
枝
事
務
局
長
は「
平
成
27
年
か
ら
、

県
内
外
の
方
を
対
象
と
し
て
災
害
意
識
の
大
切

さ
を
周
知
す
る
『
防
災
フ
ェ
ア
・
ゆ
ら
み
ず
祭

り
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、毎
年
夏
に
は

地
元
小
学
校
の
児
童
や
保
護
者
を
招
き
、
地
域

の
自
然
環
境
と
郷
土
の
文
化
や
災
害
の
歴
史
と

防
災
に
つ
い
て
学
習
す
る『
砂
防
校
外
授
業
』も

行
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

「
砂
防
校
外
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
特
に

子
ど
も
た
ち
に
は
防
災
上
の
大
切
な
教
訓
に
な

り
ま
す
。
魚
の
生
態
の
学
習
や
降
雨
体
験
車
へ

の
試
乗
、
災
害
体
験
者
の
講
話
な
ど
内
容
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、親
子
そ
ろ
っ
て
貴
重
な
体
験
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
」（
遠
山
事
務
局
長
）。

甲
斐
駒
清
流
懇
話
会
の
も
う
一
つ
の
大
き
な

活
動
が「
甲
斐
駒
清
流
ウ
ォ
ー
ク
」で
あ
る
。
こ

れ
は
、
白
州
・
武
川
地
域
を
流
れ
る
大
武
川
・

尾お

白じ
ら
川が
わ
の
河
川
沿
い
を
中
心
に
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
学
び
な
が
ら
実
際
に
歩
い
て
、
防
災

施
設
の
見
学
と
渓
流
環
境
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

で
、
観
光
名
所
の
紹
介
や
ま
ち
の
活
性
化
に
役

立
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
自
然
と
人
の
共
生
の
大
切
さ
に

つ
い
て
普
及
啓
発
を
図
る
と
と

も
に
、
河
川
清
掃
を
通
じ
て
地

域
の
美
化
に
貢
献
し
て
い
る
と

し
て
、
水
資
源
行
政
の
推
進
に

あ
た
っ
て
特
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
国
土
交

通
大
臣
が
表
彰
す
る「
平
成
29
年
度
水
資
源
功

労
者
表
彰
」を
授
与
し
た
。
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●　
　
　
●

季
節
も
春
に
な
り
、だ
い
ぶ
暖
か
く
な
っ
て
き

た
。
多
く
の
人
に
山
紫
水
明
の
地
で
山
岳
景
観

や
標
高
１
０
０
０
ｍ
の
立
体
空
間
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
た
い
。北
杜
市
の
あ
ふ
れ
る
魅
力
は
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
あ
る
。

ＮＰＯ法人甲斐駒清流懇話会
事務局長　遠山 若枝さん

昨年7月に開催された「水の山未来トーク」
の様子

防災施設の見学と渓
流環境を楽しむイベント

「甲斐駒清流ウォーク」

清冽な水が流れる尾白川
渓谷の「千ヶ淵」

災害意識の大切さを
周知する「防災フェ
ア・ゆらみず祭り」

“世界に誇る「水の
山」”ＰＲマスコット
キャラクター「ミズ
クマ」

自然環境や防災などにつ
いて学習する「砂防校外
授業」

世界に誇る
「水の山」プロジェクト

ＮＰＯ法人甲斐駒清流
懇話会の活動



北杜２４景
〜大自然の  風景〜

北杜２４景は、北杜市の美しい景色を後世に伝え
るため、市民の投票によって選定されたものです。
選りすぐりの景色の中で、あなたはどんな物語

を描きますか？

1 茅ヶ岳広域農道からの大ロケーション
2 太陽の里、ひまわり畑とフラワーセンター
3 みずがき山自然公園からの瑞牆山
4 増富温泉と渓谷美
5 津金の三代校舎と海岸寺と石仏群
6 長澤の鯉のぼりと花の森公園
7 高原大橋からの八ヶ岳と川俣川渓谷
8 清里高原とポールラッシュ通り
9 東沢大橋とまきば公園からの景観
10 吐

ど
竜
りゅう

の滝と川俣川渓谷
11 谷戸城趾からの田園風景と金生遺跡
12 レインボーラインと富士見坂からの大パノラマ
13 馬と高原
14 三分一湧水と平山郁夫シルクロード美術館
15 信玄棒道と石仏
16 JR 小海線（ハイブリッド車両）と八ヶ岳
17 大イトザクラと南アルプス
18 清春芸術村、桜と甲斐駒ヶ岳
19 旧甲州街道台ヶ原宿
20 名水公園べるがと甲斐駒ヶ岳
21 名水、尾白川渓谷
22 山高神代ザクラと眞

さね
原
はら

の桜並木
23 武川米の郷、田園風景
24 精進ヶ滝と石

いし
空

うとろ
川
がわ

渓谷
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